
●透明強化ガラス  t =12

●標準 H 寸法　H = FL＋900

●W 寸法　W = 500～1500

●ガラス小口　磨き＋糸面取り加工

●上部コーナー寸法　R5

取付け詳細は
こちら

Q-DISCを差し込んで まわすだけ取付工具で角度を調整して

ディフェンスキングフレームレス DEFENSEKING
f r a m e l e s s

J ISA4722 対応 強化ガラス製防護柵

仕  様

フレームレスデザインと優れた施工性が特徴です

ガラスの取り外しが可能

メンテナンス性に優れています

ガラス固定は【Q-DISCシステム】採用で施工性抜群
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ディフェンスキングフレームレス

本社 : 〒810-0073 福岡市中央区舞鶴1丁目 4番19号　TEL 092-781-7563
拠点 : 北九州、飯塚、久留米、佐賀、長崎、熊本、宮崎、鹿児島

創業70年以上の信頼と技術  自動ドアとステンレス製ドアのスペシャリスト
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防護柵の設置について （JIS A 4722：2017)

■戸尻の領域が、8mm以下、又は 25mm以上 100mm
  以下の距離に位置する防護柵でカバーされていること。

■適切に固定し、1,000mmあたり490Nの力で上部を押し
  ても損傷しないこと。

■歩行者の大部分が高齢者、障害者、子どもなどであるとき
  ドア開閉時に歩行者がドアに接触しないようにしなけれ
  ばなりません。

※二重（多重）引き戸の場合は指鋏み・引き込まれのリスク
  が発生するため防護柵を設置できません。

■新たな危険源とならないこと。

■高さは 900mm以上とする。

■下部・床面との隙間は100mm以下であることが望ましい。

■子供が容易に登ったり、下に潜り込んだりできないような
  設計とする。

戸尻の領域

防護柵（高さ900mm以上）
※危険領域への侵入を回避

8mm 以下又は 25mm～100mm
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	ディフェンスキングちらしオモテ2ー修正Aのコピー
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